





















































































































































































①96- 90 23人32 3 とみて､
90÷30-3 (61%)
3と見当をつけるo













































:-- -比較する見構りの仕方 一一- -:
:①96を90､32を30とみて､ :I I
: 90÷30-3､3と見当をつける :l l
:②96を100､32を30とみて､ :I l
: 100÷30-3- 103と見当をつ :l


























32 -30とみて 8相当づける (47%)
②256-300 ⊂>240÷30=10 20人
32 -30とみて lOと比当づlJる (53%)
③256-250⊂令250÷30-8-10 7人
32 -30とみて 8とは当づける (18%)
オ 考察
上記の調査結梨①､②の結梨をみるI触り､
わる致32を30とみると､わる致256を
30でわりやすい数にみようとする意識は､
①と②ともに共通している.もちろん､①は
見当をつけたlLGを直す必要がないのに､(丑は
見当をつけた商をなおす必要がある｡
しかし､商
の修正は技術 10 8
的なことであ 32)元首032)m
り､大切なの 320 256
は､30でわ 0
るのに､T度いいような256に近い数を収
り山すことにある｡
しかし､それは､技術的なでことであり､
大切なのは30でわるのに都合のいいように
256に近い数をもってくることにある｡
わる致30でわるのに､丁度いいようにわ
られる数をとらえることができる子どもは､
256を300とみるよりは､2′10とIiる
11砧りのI上方②0)方がtよりよい考えである
ことを】.I!∈叩なく認めることができると･P,'える｡
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(3) 調査事項IIについて
調査事項山
El的に応 じて見積り方比を適切に選択
して､活用できるか
252÷36の商を見当つけて計算すると
き､わる数36を30､あるいは40とみて
わる数に応じて､252をわりやすい数にみ
て商の見当をつけることができるかどうかを
調査する｡
ア_調査授業のEJ磨
●252÷36の商を見当づけ､商の見
当づけを修正して､252÷36を手
際よく計算することができる｡
ィ,調査授業の展開
252÷36の商の見当をつけて計芸tL
ようというめあてをつかむ｡
仮店の修正を必要とする等罪の仕方を詰
仮iRjの修正を必要とする挙筋の[上方の理
解を深める｡
･'jl調杏結貼
｢252÷36のiitjの見当をつけて計rlL
よう｣というめあてをもった子どもは､次の
ような見偽りの仕方を活用していった｡
去 活用する見積りの仕方 岬い抱(38人)
比綴りのL上方 人数 (%)
①252→240 240÷40=6 25人
36→40と舶 Gと脳づける (66%)
②252→210 240÷30=8 t9人
36→30と如 8と比当づける (55%)
③①｡②の前の止別叫と方(.R当をlEJる 6人(1%)
④252→250 250÷40-8,.]0 0
エ 考察
調査結娘をみると､見当づけしたl領を階正
しながら薫算する場面での見槌りの仕方は､
次の2つであった｡
① わる致36を40とみると､40で
わりやすいようにわらjl,る数252を
2LIOとみて､240÷40-6とIJ.
当をつける｡
(診 わる致36を30とみると､30でわ
りやすいように､わられる数252を
2/10とみて､2LIO÷30-8とL-i
当をつける｡
このことから､わる数36を30や40と
みて､わる数でわりやすいような256に近
い数を適切に選んで商の見当をつけることが
できることか分かったoすなわち､Ej的に応
じて､51Ll桜りのL_L･方を選択して､これを活用
することができるということが分かった｡
- 18-
5_研究のまとめ
本研究では､第1に､4年 ｢わり許｣で､
調査事項 Ⅰについて
いろいろな見積り方法を礎得することが
可能である｡
ということが分かった｡
それは､96÷32の商の見当付けで､
① 90÷30-3で､
3と見当をつける
② 100÷30-3･ ･10で
3と見当をつける
など､多様な見当づけの仕方をすることがで
きたからである｡
また､第2に､
- 調点事項1について
Ef的に応じて見積りのI上方を適切に選択
し､活用することができる｡
ということが分かった｡
それは､96÷32で ｢わる散32を30
とみて､みたとき､30でわりやすいように
96を90とみて見積もるよさに知づいた子
どもが256÷32の計算に発展したとき､
次の反応を示したからである｡
l
:わる致32を30とみたとき､256に近
い､数として30でわりやすい致240を選
;ぴ､240÷30-8と見当をつける｡l
上記の見積りの仕方には､
① 目的に応じて見積りを適切に活用する
という観点から簡便な見積りの仕方で
あること｡
② わる数32を30とみたとき､わる数
に応じて256に近い数として240
や300とみることは致感覚を育てる
上で有効であること
というよさがある｡
以上のことから､左のページに示した1-:i械
りの仕方ができることを､第4学咋の ｢わり
罪｣において身に付けさせたい ｢見槌りを活
用する力｣として､とらえることかできると
考える｡
また､この見横りの仕方を身に付けさせる
ためには､単元の早い段階で次のようにすれ
ばよいことが明らかになった｡
･ロー 96÷32で､多様な見積りのI1-方
を弓lき山して､よりよい見械りの仕
方を貝山させるようにする｡
これにより､子どもは､256÷32など
商の見当をつけるとき､このLjtl積りのIJ_一方を
活用していき､そのよさを味わうものと増え
ている｡
(平成6年 3月19日受理)
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